
　
ま
た
、
強
い
雨
や
長
雨
の
と
き
は
、
市

の
防
災
行
政
無
線
や
安
心
安
全
ほっ
と
メ
ー

ル
の
情
報
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
避
難
時
の
ポ
イ
ン
ト

・
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
避
難

に
時
間
の
か
か
る
方

移
動
時
間
を
考
え
て
早
め
に
避
難
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

・
夜
中
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

暗
く
な
る
前
に
避
難
す
る
と
よ
り
安
全

で
す
。

・
ど
う
し
て
も
避
難
が
難
し
い
場
合

土
砂
災
害
の
多
く
は
１
階
で
被
災
し
て

い
ま
す
。
家
の
中
で
も
よ
り
安
全
な
場
所

（
崖
か
ら
離
れ
た
２
階
な
ど
）に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

▪
ま
ず
は「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」に
注
意
！

　
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
ま
ず
は
土
砂
災
害
警
戒
情

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と
き

に
、
市
町
村
長
が
避
難
指
示
な
ど
を
発
令

す
る
際
の
判
断
や
住
民
の
自
主
避
難
の
参

考
と
な
る
よ
う
、
都
道
府
県
と
気
象
庁
が

共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報
で
す
。

　

こ
の
情
報
は
、
災
害
の
切
迫
度
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
も
発
表
さ
れ
、
気
象
庁
Ｈ
Ｐ

で
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
注
意
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▪
情
報
を
集
め
て
早
め
に
避
難
し
よ
う

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
市
の
避
難
指
示
な

ど
の
発
令
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
近
所

や
親
せ
き
の
家
な
ど
、
早
め
に
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
庁
Ｈ
Ｐ
で
は
、
災
害
の
危
険
度
を

視
覚
的
に
確
認
で
き
る「
キ
キ
ク
ル
」と
い

う
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
下
記
地
図
の
よ
う

な
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。
自
主
避
難
の

判
断
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▪
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
に
も
注
意
！

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、
左

記
の
よ
う
な
前
兆
現
象
が
現
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
前
兆
現
象
に
気
づ
い
た

ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
、
い
ち
早
く

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

こんな変化に注意！土砂災害の前兆現象
◦崖にひび割れができる
◦小石がパラパラと落ちてくる
◦地鳴り・山鳴りがする
◦地面がひび割れ、陥没する

◦崖や斜面から水が噴き出す
◦沢の水が濁る
◦腐った土のにおいがする
◦雨が続くのに川の
　水位が下がる

▪
防
災
・
減
災
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
各
戸
配
布
し
て
い
る「
防
災
・
減
災
お
役

立
ち
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」は
、
日
ご
ろ
の
備
え

や
、
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対
応
、
防
災

豆
知
識
な
ど
防
災
・
減
災
に
関
す
る
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ「
自
助
」の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
登
録
を
！

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
市
か
ら
の「
防

災
情
報
」、「
防
災
行
政
無
線
情
報
」、「
防

犯
情
報
」を
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
市
か
ら
の
情
報
を
確
実

に
受
け
取
る
た
め
に
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー

ル
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

3534

用語

CHECK

万が一に備えて、非常持出品をそろえましょう。
少なくとも1年に1回以上の確認（保存期間、不足品等）を行い、必要に応じて補充や交換をしましょう。 

◎非常持出品 チェックリスト（例）

●ケージ・エサ・シートなどを用意
避難所に備蓄はありません。ケージ・リードを含め飼い主が責任を持って準備を。

●感染症予防ワクチンを接種
犬は年1回の狂犬病予防接種が必須で、注射済票と鑑札の装着も義務となります。
ペット動物も感染症予防が重要です。

●ノミ・ダニなどの寄生虫を予防
ペット動物の体を清潔に保ち、日ごろから健康管理を。

●共同生活をするための「しつけ」
ケージなどに入ることを嫌がらないよう、普段から慣らしておくことが大切です。

◎ペットとの同行避難の心構え

災害はいつ発生するか分かりません。日頃から非常持出品や備蓄品について準備しておきましょう。

2020 災害に備えよう災害に備えよう

このほかに必要な物があれば記入して
おきましょう。

貴重品類

避難用具

救急用具

現金は5万円程度。10円玉
は公衆電話用に20枚程度
用意しましょう。
通帳・カード・保険証などに
ついては、コピーや少なくと
も番号を控えたメモをあら
かじめ用意しておきます。

非常食品・食器
避難時に持ち出せる最低限
の量で、調理しなくても食べ
られるものを用意しましょ
う。（3日分）

衣類

生活用品

その他

衣類は不燃素材や綿素材の
ものがよいでしょう。

ラジオは小型で軽くFMと
AMの両方聞けるもの、照明
器具はなるべく一人に一つ
用意。

現金、10円玉
貯金通帳、印鑑
カード類
健康保険証
免許証
証書類
携帯電話及び充電器
家や車のキー

携帯ラジオ
懐中電灯、ろうそく
予備電池
ヘルメット

非常食（3日分）
乾パン・缶詰など
飲料水
はし、缶切りなど

下着類（着替え）
防寒着
雨ガッパ
タオル、ハンカチ

万能ナイフ
マッチ、ライター
軍手
ビニールシート、ビニール袋
ひも、ガムテープ
ティッシュ
裁縫道具
洗面用具（タオル・石鹸）
生理用品

赤ちゃん用品
筆記用具
住所録のコピー
笛（ホイッスル）

消毒液
傷薬
湿布薬
三角巾、包帯
脱脂綿
ばんそうこう
風邪薬、胃腸薬
常備薬、処方薬
お薬手帳

感染症対策 マスク
携帯用
アルコール消毒液
体温計
ハンドソープ・
固形石鹸
使い捨て手袋

⃞■防災ポーチを使おう！
確認した非常持出品の中から携帯できそうなものをポーチなどにまとめて普段から持ち運びましょう。

非常持出品 備蓄品を備えよう

●まずは、災害時の生活に必需品を
検討しましょう。検討結果を基に必
需品を備えましょう。

●次に、備えた必需品等を非常持出
袋にまとめ、災害時にすぐに持ち
出せるような場所に用意しておき
ましょう。

●大規模災害時は、道路の損壊等で
救援物資が届くのに時間がかかる
ことも想定されますので、備蓄品
を最低3日分、できれば1週間以上
準備しましょう。 

ローリングストック法って？
非常食をまとめて備蓄しても消費期限を過ぎたら再びまとめて備蓄をしなければなりません。
備蓄のために定期的に大量購入を繰り返すのは、家計の負担になります。そこでおすすめな
のが、ローリングストック法です。消費しながら備えるこの方法は、食料だけでなくポリ袋や
ラップなどの生活用品にも活用できます。

備蓄する食料は、普段から食べ慣れているものがベスト！
好きなお菓子はもちろん、ドライフルーツや長期保存できる
野菜ジュースも「いつもの味」が安心

なくなる前に
多めに買う

保存する 古いもの
から使う

この方法は、食品ラップやトイレットペーパー、
おむつやミルクなどでも使えます。

避難所運営本部では、ペット動物の世話はできません！!!
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自分の
命は自

分で守
る。

自分た
ちの地

域は自
分たち

で守る
。

防災防災減災減災
お役立

ちガイ
ドブック

2020

田原市

緊急時
のわが

家の情
報

■家族
のこと（世帯主に●）

名　前

電話番号

生年月日
血液型

■緊急
連絡先

（頼れるご近所など）

相手の名前
電話番号

住　所

メールアドレス

■親せ
きや知

人などの
連絡先

相手の名前
電話番号

住　所

メールアドレス

■ライフ
ラインの

連絡先
（電気・ガス・水道・病院など）

項　目

■いざと
いうとき

の連絡
先

事故と犯罪
110
☎053

1-22-1
111

119
火災・救急

118
海上の事故

田原市役所（代表）

☎053
1-23-3

548

防災対策課

電話番号

病気・アレルギーなど
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